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胎児 

入力項目 必須 ・任意 仮予約・本予約 備考 

斎場 必須 仮予約 東山斎場または北斎場 

受付番号  必須 仮予約 仮予約取得時にシステムにて自動採番 5桁  

予約日時 必須 仮予約 火葬日時、通夜日時 北斎場、告別日時 北斎場、法要等 北斎場 

利用形態 北斎場 必須 仮予約 通夜から法要まで、通夜から告別まで、告別から法要等まで、告別のみ 

選択以外は火葬のみ 

使用部屋数 北斎場 必須 仮予約 １部屋、２部屋、３部屋 ※告別室利用ありの場合 

予定到着時刻北斎場 任意 － ※告別室利用ありの場合 

火葬種別 必須 仮予約 胎児 

市内・市外区別 必須 本予約 市内、市外 

死亡者の氏名（カナ）  任意 － 性、名で区分  

死亡者の氏名  任意 － 性、名で区分  

死亡者の性別  任意 － ０：「未選択」 １：「男」 ２：「女」 ３：「不詳」  

父 任意 －  

母 任意 －  

死亡者の出生年月日  任意 －   

妊娠週数 必須 本予約  

死亡の年月日時  必須 本予約 年月日、時刻（午前・午後）で区分  

死亡者の住所  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

死亡者の本籍  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

死亡（分娩）の場所  必須 本予約 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

死因  必須 本予約 その他、一類感染症等」 

申請者氏名（カナ）  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者氏名  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者住所  必須 本予約 郵便番号、住所、建物名  

申請者続柄  必須 本予約   
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出棺場所種別  必須 本予約 葬儀場、自宅。寺院、病院、斎場、献体、その他  

出棺の場所名称  必須 本予約   

宗派区分 任意 － 仏式、神式、キリスト教式、その他 

宗派  任意 －   

ペースメーカー  任意 － なし、あり  

柩サイズ区分  任意 － 普通、大型  

柩サイズ  必須 本予約 長さ、幅、高さ  ※大型の場合 

収骨区分  必須 本予約 無、一般、分骨有、全収骨  

骨壷サイズ（寸）  任意 －   

骨壷数  任意 －   

待合室使用  必須 仮予約 利用あり、利用なし 

待合室希望 東山斎場 必須 仮予約 洋室、和洋室 

来場予定者数  必須 本予約 告別、骨上で区分  

来場車輌台数 北斎場 必須 本予約 自家用車、バスで区分  

名前の表示  必須 本予約 する、しない、葬祭業者  

収骨放送  必須 本予約 する、しない   

通名希望  必須 本予約 なし、あり   

通名（カナ）  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

通名  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

利用選択  必須 仮予約 ０：「未選択」 １：「葬儀社」 ２：「個人」  

葬儀社名  必須 仮予約 会員テーブルより 会員ID   

葬祭業者担当者 必須 仮予約 氏名、電話番号で区分 ※葬儀社選択時 

葬祭業者電話番号 必須 仮予約 会員テーブルより ※葬儀社選択時 

個人電話番号 必須 仮予約 個人選択時必須 

備考  任意 －   

炉番号 任意 －  

待合室番号 任意 －  
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告別時刻 任意 －  

到着（受付時刻） 任意 －  

炉入時刻 任意 －  

炉切時刻 任意 －  

告別室番号 自動 － 通夜、告別、法要で区分 ※告別室利用ありの場合 

会葬者控室番号 自動 － 通夜、告別、法要で区分 ※告別室利用ありの場合 

遺族控室番号 自動 － 通夜、告別、法要で区分 ※告別室利用ありの場合 

最終確認 任意 －  

 

改葬 

入力項目 必須 ・任意 仮予約・本予約 備考 

斎場 必須 仮予約 東山斎場または北斎場 

受付番号  必須 仮予約 仮予約取得時にシステムにて自動採番 5桁  

予約日時 必須 仮予約 火葬日時、通夜日時 北斎場、告別日時 北斎場、法要等 北斎場 

利用形態 北斎場 必須 仮予約 通夜から法要まで、通夜から告別まで、告別から法要等まで、告別のみ 

選択以外は火葬のみ 

使用部屋数 北斎場 必須 仮予約 １部屋、２部屋、３部屋 ※告別室利用ありの場合 

予定到着時刻北斎場 任意 － ※告別室利用ありの場合 

火葬種別 必須 仮予約 改葬（人体全部）、改葬（人体一部） 

市内・市外区別 必須 本予約 市内、市外 

死亡者の氏名（カナ）  任意 － 性、名で区分  

死亡者の氏名  任意 － 性、名で区分  

死亡者の性別  任意 － ０：「未選択」 １：「男」 ２：「女」 ３：「不詳」  

死亡者の出生年月日  任意 －   

死亡の年月日時  任意 － 年月日、時刻（午前・午後）で区分  

死亡者の住所  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

死亡者の本籍  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  
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死亡の場所  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

死因  任意 － その他、一類感染症等」 

申請者氏名（カナ）  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者氏名  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者住所  必須 本予約 郵便番号、住所、建物名  

申請者続柄  任意 －   

出棺場所種別  必須 本予約 葬儀場、自宅。寺院、病院、斎場、献体、その他  

出棺の場所名称  必須 本予約   

宗派区分 任意 － 仏式、神式、キリスト教式、その他 

宗派  任意 －   

ペースメーカー  必須 本予約 なし、あり  

柩サイズ区分  必須 本予約 普通、大型  

柩サイズ  必須 本予約 長さ、幅、高さ  ※大型の場合 

収骨区分  必須 本予約 無、一般、分骨有、全収骨  

骨壷サイズ（寸）  任意 －   

骨壷数  任意 －   

待合室使用  必須 仮予約 利用あり、利用なし 

待合室希望 東山斎場 必須 仮予約 洋室、和洋室 

来場予定者数  必須 本予約 告別、骨上で区分  

来場車輌台数 北斎場 必須 本予約 自家用車、バスで区分  

名前の表示  必須 本予約 する、しない、葬祭業者  

収骨放送  必須 本予約 する、しない   

通名希望  必須 本予約 なし、あり   

通名（カナ）  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

通名  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

利用選択  必須 仮予約 ０：「未選択」 １：「葬儀社」 ２：「個人」  

葬儀社名  必須 仮予約 会員テーブルより 会員ID   
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葬祭業者担当者 必須 仮予約 氏名、電話番号で区分 ※葬儀社選択時 

葬祭業者電話番号 必須 仮予約 会員テーブルより ※葬儀社選択時 

個人電話番号 必須 仮予約 個人選択時必須 

備考  任意 －   

炉番号 任意 －  

待合室番号 任意 －  

告別時刻 任意 －  

到着（受付時刻） 任意 －  

炉入時刻 任意 －  

炉切時刻 任意 －  

最終確認 任意 －  

 

身体一部 

入力項目 必須 ・任意 仮予約・本予約 備考 

斎場 必須 仮予約 東山斎場または北斎場 

受付番号  必須 仮予約 仮予約取得時にシステムにて自動採番 5桁  

予約日時 必須 仮予約 火葬日時、通夜日時 北斎場、告別日時 北斎場、法要等 北斎場 

利用形態 北斎場 必須 仮予約 通夜から法要まで、通夜から告別まで、告別から法要等まで、告別のみ 

選択以外は火葬のみ 

使用部屋数 北斎場 必須 仮予約 １部屋、２部屋、３部屋 ※告別室利用ありの場合 

予定到着時刻 北斎場 任意 － ※告別室利用ありの場合 

火葬種別 必須 仮予約 手、足、その他 

市内・市外区別 必須 本予約 市内、市外 

当該者の氏名（カナ）  必須 仮予約 性、名で区分  

当該者の氏名  必須 仮予約 性、名で区分  

当該者の性別  任意 － ０：「未選択」 １：「男」 ２：「女」 ３：「不詳」  

当該者の住所  必須 本予約 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  
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死亡者の本籍  任意 － 郵便番号、都道府県市区町村番地、建物名・部屋番号で区分  

申請者氏名（カナ）  必須 本予約 性、名で区分  

申請者氏名  必須 本予約 性、名で区分  

申請者住所  必須 本予約 郵便番号、住所、建物名  

申請者続柄  任意 －   

出棺場所種別  必須 本予約 葬儀場、自宅。寺院、病院、斎場、献体、その他  

出棺の場所名称  必須 本予約   

宗派区分 任意 － 仏式、神式、キリスト教式、その他 

宗派  任意 －   

収骨区分  任意 － 無、一般、分骨有、全収骨  

骨壷サイズ（寸）  任意 －   

骨壷数  任意 －   

待合室使用  必須 仮予約 利用あり、利用なし 

待合室希望 東山斎場 必須 仮予約 洋室、和洋室 

来場予定者数  必須 本予約 告別、骨上で区分  

来場車輌台数 北斎場 必須 本予約 自家用車、バスで区分  

名前の表示  必須 本予約 する、しない、葬祭業者  

収骨放送  必須 本予約 する、しない   

通名希望  必須 本予約 なし、あり   

通名（カナ）  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

通名  ※任意 本予約 性、名で区分  ※通名希望でありが選択された場合は必須  

利用選択  必須 仮予約 ０：「未選択」 １：「葬儀社」 ２：「個人」  

葬儀社名  必須 仮予約 会員テーブルより 会員ID   

葬祭業者担当者 必須 仮予約 氏名、電話番号で区分 ※葬儀社選択時 

葬祭業者電話番号 必須 仮予約 会員テーブルより ※葬儀社選択時 

個人電話番号 必須 仮予約 個人選択時必須 

備考  任意 －   
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炉番号 任意 －  

待合室番号 任意 －  

告別時刻 任意 －  

到着（受付時刻） 任意 －  

炉入時刻 任意 －  

炉切時刻 任意 －  

個数 必須 本予約  

最終確認 任意 －  

 

胞衣 

入力項目 必須 ・任意 仮予約・本予約 備考 

斎場 必須 仮予約 東山斎場または北斎場 

受付番号  必須 仮予約 仮予約取得時にシステムにて自動採番 5桁  

予約日時 必須 仮予約 火葬日時 

火葬種別 必須 仮予約 胞衣 

市内・市外区別 必須 仮予約 市内、市外 

申請者氏名（カナ）  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者氏名  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者住所  必須 仮予約 郵便番号、住所、建物名  

利用選択  必須 仮予約 ０：「未選択」 １：「葬儀社」 ２：「個人」  

葬儀社名  任意 － 会員テーブルより 会員ID   

葬祭業者担当者 任意 － 氏名、電話番号で区分 ※葬儀社選択時 

葬祭業者電話番号 任意 － 会員テーブルより ※葬儀社選択時 

個人電話番号 任意 － 個人選択時必須 

備考  任意 －   

炉番号 任意 －  

待合室番号 任意 －  
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受付時刻 任意 －  

炉入時刻 任意 －  

炉切時刻 任意 －  

個数 必須 仮予約  

最終確認 任意 －  

 

犬猫 

入力項目 必須 ・任意 仮予約・本予約 備考 

斎場 必須 仮予約 東山斎場または北斎場 

受付番号  必須 仮予約 仮予約取得時にシステムにて自動採番 5桁  

予約日時 必須 仮予約 火葬日時 

火葬種別 必須 仮予約 犬、猫 

市内・市外区別 必須 仮予約 市内、市外 

申請者氏名（カナ）  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者氏名  必須 仮予約 性、名で区分  

申請者住所  必須 仮予約 郵便番号、住所、建物名  

利用選択  必須 仮予約 ０：「未選択」 １：「葬儀社」 ２：「個人」  

葬儀社名  任意 － 会員テーブルより 会員ID   

葬祭業者担当者 任意 － 氏名、電話番号で区分 ※葬儀社選択時 

葬祭業者電話番号 任意 － 会員テーブルより ※葬儀社選択時 

個人電話番号 任意 － 個人選択時必須 

備考  任意 －   

炉番号 任意 －  

待合室番号 任意 －  

受付時刻 任意 －  

炉入時刻 任意 －  

炉切時刻 任意 －  
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収骨区分  任意 － 無、分骨有、全収骨  

個数 必須 仮予約  

最終確認 任意 －  

 

3.6. 予約情報の照会、修正、取消 

指定した日の予約情報の照会ができる。 

予約情報の検索ができる。検索条件として、氏名、フリガナ、生年月日、住所、死亡場所、本籍、申請者氏名、申請者カナ、申請者住所で予約情報の検索

ができる。 

生年月日以外の条件は部分一致で検索できる。  生年月日、火葬年月日は完全一致検索で検索できる。 

指定した予約情報の修正、取消ができる。 

 

3.7. 外字の利用 

外字データは市販ソフト「人名外字」を使用する。  

葬祭業者がFAXで外字を送付し、斎場にて入力する。 

 

3.8. 割付け 

火葬前日に確定した予約情報を元に、火葬炉、待合室、の割付けを行う。 

火葬炉、待合室の割付けには休止設定が反映される。 

火葬炉、待合室、告別室 北斎場の割付けは任意に変更できる。 

火葬炉、待合室を任意に変更した際はシステムで運用可否の判定はしない。 

火葬炉、待合室、告別室 北斎場を任意に変更する際は変更確認を2度行ったあとに確定する。  

火葬炉、待合室、告別室 北斎場の割付情報は案内システムに反映される。 

東山斎場 

火葬炉は予約枠の対象ブロック内で使用回数の少ない若番炉を割付ける。  

待合室は和洋室、洋室希望を優先したのち若番室より順に割付けされる。 

北斎場 

火葬炉はあらかじめ登録された割付パターンに従い割付ける。 

あらかじめ作成された６種の割付パターンを選択できることとし、割付パターンの編集はできない。 

待合室は火葬炉と同じ番号を割付ける。北斎場 

11時告別は告別室1、11時 30分告別は告別室3、12時告別は告別室2を割付ける。 

火葬炉、待合室、告別室 北斎場を任意に変更する際は変更確認を2度行ったあとに確定する。  
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火葬炉、待合室、告別室 北斎場の割付情報は案内システムに反映される。  

火葬炉、待合室、告別室 北斎場の割付情報は帳票に反映される。  

  

3.9. 火葬予約枠の管理 

火葬予約枠は、予約パターンに沿って自動で設定される。  

火葬予約枠は以下のパターンで登録できる。  

パターン 説明 適用順位 

標準  休場日明け、期間指定以外に適用される  3 

休場日明け  登録された休場日の翌日、翌々日に適用される  2 

期間指定  指定した期間に適用される  1 

予約枠のパターンは午前 8 時 30 分～午後 7 時 00 分の間で告別時刻（15 分単位）と火葬炉ブロックを指定した複数の枠により構成される。 

ブロック内で休止炉があった場合に取止める枠の優先順位を指定できる。 

 

3.10. 休止炉の管理 

期間を指定して休止炉を設定することができる。  
休止炉の登録は休止開始日が7日以降の日付で登録する。登録された休止炉は7日以降の日付であれば削除できる。  
休止が登録された炉が含まれるブロックの予約枠は休止優先順位に従い削減される。  
休止が設定された炉は割付することができない。 

 

3.11. 休止待合の管理 

期間を指定して休止待合室を設定することができる。  
休止待合室の登録は休止開始日が7日以降の日付で登録する。登録された休止待合室は7日以降の日付であれば削除できる。  
休止が設定された待合室は割付することができない。 

 

3.12. 休止告別室の管理 

期間を指定して休止告別室を設定することができる。  
休止告別室の登録は休止開始日が7日以降の日付で登録する。登録された休止待合室は7日以降の日付であれば削除できる。  
休止が設定された告別室は割付することができない。 

 

3.13. 休場日の管理 

期間を指定して休止告別室を設定することができる。  
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休止告別室の登録は休止開始日が7日以降の日付で登録する。登録された休止待合室は7日以降の日付であれば削除できる。  
休止が設定された告別室は割付することができない。 

 

3.14. インフォメーションの管理 

Web予約画面ＴＯＰに表示するインフォメーション内容を設定できる。 

掲載開始日と掲載終了日を設定できる。 

表示タイミングをログイン前とログイン後から選択できる。 

斎場を選択できる。 

タイトル、内容を記載できる。 

 

3.15. 告別室枠数の設定 

当日含め7日分の告別室枠数を設定可能とする。 

複数告別室利用を受け付けた場合に手動で枠数を変更する。 

 

3.16. 帳票の出力 

運営に必要な以下の帳票類を出力できる。 

・施設利用申込明細書 ・申込状況表 東山斎場 ・申込一覧表 ・火葬受付簿１ 

・火葬受付簿２ ・作業日報  ・火葬状況報告（月報） ・斎場使用状況報告(年報) 

・動物他火葬受付簿  ・受付キャンセル一覧  ・待合室利用一覧  ・待合室利用明細 

・告別室利用明細  ・スタッフアカウント一覧  ・会員アカウント一覧 ・全火葬データCSV 

 

3.17. 斎場情報の管理 

斎場の住所、責任者名などの管理は行わない。 

 

3.18. 統計情報 

斎統計情報の対象となる項目と内容は以下のとおり。  

種別等 統計項目 備考 

大人  市内・市外の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

小人  市内・市外の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

胎児（12週以降）  市内・市外の別、収骨の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

人体一部  市内・市外の別、収骨の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  
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改葬  市内・市外の別、一部・全部の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

胞衣  市内・市外の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

犬猫  市内・市外の別、収骨の別、件数/日・月・年  作業日報、月報、年報  

炉  件数/日・月  作業日報  

燃料  消費量/日・月・年  作業日報、月報、年報  

告別時刻  時刻の別、件数/日・月・年  月報、年報  

出棺場所  場所の別、件数/日・月・年  月報、年報  
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4. 案内表示システム  

予約システム、運営システムで登録された火葬者情報や設備情報に基づき各所に案内表示を行う。 

また火葬炉設備と連携し進行状況を表示するとともに、館内放送設備と連携し自動放送による誘導を行う。 

 

4.1. 表示機器一覧 

故人名等の表示を行う表示器は以下の通り。 

東山斎場 

 名称  台数  設置場所  仕様  フォント 

エントランス表示器  １台  １階 エントランスホール  50インチ 縦型  楷書体 

待合総合案内表示器  ２台  ２、３階 共用待合エリア  50インチ 縦型  楷書体 

待合室表示器  １４台  ２、３階 待合室  15.6インチ 縦型  楷書体 

炉前表示器  １４台  １階 告別室火葬炉側  11.6インチ 縦型  楷書体 

収骨室表示器  ４台  １階 収骨室  15.6インチ 縦型  楷書体 

告別室表示器  ４台  １階 告別室前  15.6インチ 縦型  楷書体 

進行状況モニター  ２台  １階 事務室、１階 監視室  21.5インチ 横型  楷書体 

    

北斎場 

 名称  台数  設置場所  仕様  フォント 

エントランス表示器  １台  到着ホール 50インチ 縦型  楷書体 

待合総合案内表示器  ２台  待合ホール、告別部門入口  50インチ 縦型  楷書体 

待合室表示器  １２台  待合室 15.6インチ 縦型  楷書体 

炉前表示器  １２台  炉前ホール１・炉前ホール２ 11.6インチ 縦型  楷書体 

収骨室表示器  ４台  収骨室  15.6インチ 縦型  楷書体 

告別室表示器  ９台   告別室・遺族控室・会葬者控室 15.6インチ 縦型  楷書体 

見送りホール表示器  ４台   見送りホール 15.6インチ 縦型  楷書体 

進行状況モニター  ２台  管理事務室・業務用控室 21.5インチ 横型  楷書体 

進行状況モニター  １台  炉室 43インチ 横型  楷書体 

進行状況モニター  ２台  収骨準備室 15.6インチ 横型  楷書体 
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4.2. 案内表示システムフロー 

案内表示システムフローは以下のとおりとする。 

東山斎場  
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北斎場 
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4.3. 式進行の区分 

   システムで管理する式進行状態と状態遷移のトリガーは以下とする。 

  東山斎場 

式進行状態 進行項目の説明 開始トリガー 

待機中  初期値、未表示状態  初期状態  

受付前  来場前  申込時刻の30分前より  

受付完了  受付完了からか火葬開始まで  受付スタッフの入力  

火葬中  火葬開始から冷却開始まで  火葬炉設備より（主燃焼炉着火）  

冷却中  冷却開始から冷却終了まで  火葬炉設備より（冷却開始）  

冷却終了  冷却終了から整骨開始まで  火葬炉設備より（冷却終了）  

整骨終了  整骨終了から収骨開始まで  炉裏スタッフの入力（整骨終了ボタン押）  

収骨中①  収骨開始から台車ロック解除後2分経過まで  収骨の案内放送の実施（収骨室スタッフの入力）  

収骨中②  台車ロック解除後1分経過から待合室清掃完了まで  台車ロック解除（炉制御システム）から2分経過  

待合室清掃完了  待合室清掃完了から収骨終了まで  事務スタッフの入力  

収骨終了  収骨終了以降  炉裏スタッフの入力（清掃完了ボタン押or納棺可）  

 

  北斎場 

式進行状態 進行項目の説明 開始トリガー 

待機中  初期値、未表示状態  初期状態  

受付前  来場前  申込時刻の30分前より  

受付完了  受付完了からか火葬開始まで  受付スタッフの入力  

火葬中  火葬開始から冷却開始まで  火葬炉設備より（主燃焼炉着火）  

冷却中  冷却開始から冷却終了まで  火葬炉設備より（冷却開始）  

冷却終了  冷却終了から整骨開始まで  火葬炉設備より（冷却終了）  

整骨終了  整骨終了から収骨開始まで  炉裏スタッフの入力（整骨終了ボタン押）  

収骨中①  収骨開始から台車ロック解除後１分経過まで  台車ロック解除（炉制御システム）から１分経過  

収骨中②  台車ロック解除後1分経過から待合室清掃完了まで  収骨の案内放送の実施（収骨室スタッフの入力） 

待合室清掃完了  待合室清掃完了から収骨終了まで  事務スタッフの入力  
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全行程終了  収骨終了以降  炉裏スタッフの入力（受入可ボタン押）or スタッフの入力  

 

4.4. 表示器の状態一覧 

   式進行状態に対する表示器の状態については以下とする。 

  〇：表示、空白：非表示 

東山斎場 

式進行状態 エントランス 待合総合 待合室 炉前 告別室 収骨室 

待機中        

受付前  ○ ○     

受付完了  ○ ○ ○ ○ ○  

火葬中  ○ ○ ○ ○   

冷却中  ○ ○ ○ ○   

冷却終了  ○ ○ ○ ○   

整骨終了  ○ ○ ○ ○   

収骨中①  ○ ○ ○   ○ 

収骨中②  ○ ○ ○   ○ 

待合室清掃完了  ○ ○    ○ 

収骨終了        

   

北斎場 

式進行状態 総合案内 待合室 炉前 見送り 収骨室 

待機中       

受付前  ○     

受付完了  ○ ○ ○ ○ ○ 

火葬中  ○ ○ ○   

冷却中  ○ ○ ○   

冷却終了  ○ ○ ○   

整骨終了  ○ ○ ○   
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収骨中①  ○ ○   〇 

収骨中②  ○ ○   〇 

待合室清掃完了  ○    〇 

全行程終了       

   

4.5. 表示器を行う火葬種別 

各表示器へ表示を行う火葬種別は以下のとおり。 

〇：表示、空白：非表示

表示器名 

火葬種別 

大人小人 
胎児 

(12週以降) 
改葬 人体一部 胞衣 

犬猫 

(収骨あり) 

犬猫 

(収骨なし) 

エントランス表示器  ○ ○ ○ ○    

待合総合案内器  ○ ○ ○ ○    

待合室表示器  ○ ○ ○ ○    

炉前表示器  ○ ○ ○ ○    

収骨室表示器  ○ ○ ○ ○    

告別室表示器  ○ ○ ○ ○    

進行状況モニター （事務室、監視室） ○ ○ ○ ○    

収骨放送  ○ ○ ○ ○    
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4.6. エントランス表示 東山斎場 

表示内容は以下とする。 

 
表示時間は午前8時から午後7時とする。  
個別火葬情報は来場時間順に表示する。  
来場時間は告別開始予定時刻とする。  
個別火葬情報は告別開始予定時刻の30分前から表示する。  
個別火葬情報は収骨終了で表示終了とする。  
人体一部は「故」を表示しない。  
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4.7. 待合総合表示 東山斎場 

表示内容は以下とする。 

表示時間は午前8時から午後7時とする。  

個別火葬情報は告別開始予定順に表示する。  

個別火葬情報は告別開始予定時刻の30分前から表示する。  

来場時刻は告別開始予定時刻とする。  

個別火葬情報は収骨終了で表示終了とする。  

人体一部は「故」を表示しない。 

 

4.8. 待合表示 

表示内容は以下とする。 

 

受付完了で表示開始とする。 

待合室清掃完了で表示終了とする。  

人体一部は「故」を表示しない。 
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4.9. 炉前表示 

表示内容は待合室表示と同じとする。 

受付完了で表示開始とする。  

台車ロック解除後２分以上経過で表示終了とする。  

人体一部は「故」を表示しない。  

    

4.10. 告別室表示 東山斎場、見送り室表示 北斎場 

表示内容は待合室表示と同じとする。  

受付完了で表示開始とする。火葬中で表示終了とする。  

人体一部は「故」を表示しない。  

    

4.11. 収骨室表示 

表示内容は待合室表示と同じとする。  

収骨中①で表示開始とする。収骨終了で表示終了とする。  

人体一部は「故」を表示しない。  
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4.12. 進行状況モニター 

表表示内容は以下とする。  

東山斎場  

表示時間は午前8時から午後7時とする。 

個別火葬情報は来場時間順で表示する。 

来場時間は告別開始予定時刻とする。  

個別火葬情報は告別開始時刻の30分前から表示する。  

個別火葬情報は収骨終了後10分で表示終了とする。  

進捗は 4.4.表示器の状態一覧の式進行状態通りとする。  

経過時間は各進捗になった後の経過した時間を表示する。  

業者名は会社・ホール略称を表示する。  

火葬種別は以下を表示する。 

 

 

 

 

 

 

北斎場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火葬種別  火葬種別欄の表示  

大人  空白  

小人  小人  

胎児（12週以降）  胎児  

改葬  改葬  

人体一部  一部  

来場 炉 待合室 見送り 室 収骨室 進捗 経過 種別 葬儀社名

10: 00 故 斎場 太郎 様 2 2 1 1 収骨終了 15 胎児 岡山葬儀社

10: 00 故 岡山 斎場 様 6 6 2 2 収骨中 10 小人 冠婚葬祭岡山東山

10: 15 岡山葬儀社 11 11 4 4 収骨中 1 岡山葬儀社

10: 15 故 岡山東山 明子 様 8 8 3 3 冷却終了 1 冠婚葬祭岡山東山

10: 30 故 斎場 太郎 様 4 4 2 2 冷却中 10 改葬 岡山葬儀社

10: 30 故 岡山 斎場 様 7 7 3 3 冷却中 5 冠婚葬祭岡山東山

10: 45 故 東山 光 様 9 9 3 3 火葬中 60 岡山葬儀社

10: 45 故 岡山東山 明子 様 12 12 4 4 火葬中 55 冠婚葬祭岡山東山

11: 00 故 斎場 太郎 様 3 3 1 1 火葬中 40 小人 岡山葬儀社

11: 00 岡山 斎場 様 5 5 2 2 火葬中 40 一部 冠婚葬祭岡山東山

11: 15 故 東山　 光 様 10 10 4 4 火葬中 30 岡山葬儀社

11: 15 故 岡山東山 明子 様 1 1 1 1 火葬中 25 冠婚葬祭岡山東山

11: 30 故 斎場 太郎 様 11 11 4 4 受付完了 10 岡山葬儀社

11: 45 故 岡山 斎場 様 6 6 2 2 受付完了 5 冠婚葬祭岡山東山

12: 00 故 東山 光 様 2 2 1 1 受付前 10 岡山葬儀社

12: 00 故 岡山東山 明子 様 4 4 2 2 受付前 10 冠婚葬祭岡山東山

故　 人　 名
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4.13. 収骨室表示 

表示の選択は「故人名」、「葬祭業者名」、｢通名｣、「表示しない」の4種とする。  

「表示しない」が選択された場合は各表示器の故人名は「故    様」とする。  

「葬祭業者名」、「表示しない」が選択された場合の進行状況表示の故人名は「故○○ △△様」とする。  

「放送を行わない」を選択した予約は収骨放送を行わない。  

    

4.14. 火災時の表示 北斎場 

自動火災報知設備との連携により火災発生時には火災発生時には瞬時に避難誘導案内表示を行う。  

対象表示器は総合案内表示器とする。 

通常時の表示内容の復旧が容易に行えること。  

表示内容は以下とする。  
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4.15. 放送設備との連携 

別途電気工事にて施工する、館内放送設備と連携し収骨の案内放送を行う。  

収骨放送は対象火葬で使用する待合室及び以下の放送系統より流れるものとする。  

使用する音声はHOYA VoiceText SAYAKAとする。 

収骨放送は再放送できる。  

放送の前後にチャイムを付ける。  

    

東山斎場  

業務系統番号 
系統名称 

スピーカー数 
階 名称（放送エリア） 

５  ２Ｆ（北）  廊下・更衣室・売店・共用待合ホール他  １９  

１４  ３Ｆ（北）  廊下・会葬者用更衣室他  １４  

※業務系統図は「非常放送設備連絡用無線システム系統図・凡例」を参照   

 

北斎場 

スピーカー回路番号 
系統名称 

スピーカー数 
階  名称（放送エリア）  

４ １Ｆ 管理事務室、他 ＜火葬部門＞ １１ 

８ １Ｆ 待合ホール、他 ＜待合部門＞ １８ 
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東山斎場「非常放送設備連絡用無線システム系統図・凡例」 
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北斎場「拡張設備系統図・凡例」 
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4.16. 収骨室表示 

収骨案内文は以下とする。  

チャイム  

収骨のご案内をいたします。  

火葬炉番号○○番の会葬者のみなさま、収骨のご準備が整いましたので、収骨室△△番へお集まりください。  

火葬炉番号○○番の会葬者のみなさま、収骨のご準備が整いましたので、収骨室△△番へお集まりください。  

チャイム。  

   


